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学　校　行　事　《 第３学期 》
１月１０日　始業式
　　１１日　１年　小論文講座
　　　　　２年　普通コース　志望理由書講座
　　１６日　３年　大学入学共通テスト自己採点
　　１７日　１年総進コース　日大チャレンジ模試
　　　　　１年特進コース　記述模試
　　　　　２年特進コース　記述模試（～１８日）
　　１８日　１年　小論文リピート
　　　　　２年普通コース　志望理由書初回
　　２１日　実用英語技能検定（１・２年全員受験）
　　２２日　推薦入学試験（総進・特進）
　　２８日　総合型・学校推薦型選抜　合格者報告会
２月６日　２年特進コース

大学入学共通テスト模試（～７日）
　　１０日　一般入学試験（総進・特進）
　　１３日　２年普通コース　日大チャレンジ模試

　　１５日　２年普通コース　志望理由書リピート
　　２４日　３年生を送る会
　　２８日　２年　学年末試験（～３月３日）
３月４日　第７２回卒業証書授与式
　　５日　２年先発班　修学旅行出発（～９日）
　　　　　３年希望者　大学入学前英国（ブライトン）

語学研修出発（～２０日）
　　　　　新入生招集日
　　６日　２年後発班　修学旅行出発（～１０日）
　　　　　１年　学年末試験（～９日）
　　１３日　１・２年　答案返却日
　　　　　一般選抜合格者報告会
　　１７日　普通救命講習会
　　２０日　令和４年度修業式
　　２３日　春期外部特別講座（～２８日）



卒業おめでとう卒業おめでとう
令和４年度 第72回卒業証書授与式令和４年度 第72回卒業証書授与式

令和５年３月４日 （　2　）

　

第
七
十
二
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
、

令
和
五
年
三
月
四
日
（
土
）挙
行
さ
れ

た
。四
二
三
名
（
男
子
一
七
八
名
、女
子

二
四
五
名
）の
卒
業
生
が
、数
々
の
思
い
出

と
未
来
へ
の
希
望
を
胸
に
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
た
。

　
　

―
　
式
　
次
　
第
　
―

開
式

国
歌
斉
唱

卒
業
証
書
授
与

　

総
代　

大
石　

は
る
か（
三
鷹
七
中
）

日
本
大
学
学
長
賞

　
　
　
　

鈴
木　

冬
聖（
橘
中
）

優
等
賞

　
　
　
　

瀧
澤　

奈
己（
杉
森
中
）

皆
勤
賞
・
精
勤
賞

　
　
　
　

佐
藤　

涼
花（
松
渓
中
）

校
長
賞（
皆
勤
賞
受
賞
者
の
保
護
者
）

　
　
　
　

増
田　

由
希
子 
様

生
徒
会
功
労
賞

　
　
　
　

坂
口　

祥
梧（
日
吉
台
西
中
）

学
校
長
式
辞

　
　
　
　

川
原　

容
子

学
長
祝
辞

　
　
　
　

酒
井　

健
夫

学
校
か
ら
卒
業
生
へ
記
念
品
贈
与

　
　
　
　

金
子　

芽
生（
志
村
一
中
）

卒
業
生
か
ら
学
校
へ
記
念
品
贈
呈

　
　
　
　

末
廣　

沙
弥
香（
東
調
布
中
）

同
窓
会
か
ら
卒
業
生
へ
記
念
品
贈
与

　
　
　
　

榎
本　

里
華（
武
蔵
野
四
中
）

桜
園
会
か
ら
卒
業
生
へ
記
念
品
贈
与

　
　
　
　

滝
口　

陽
太（
菅
中
）

在
校
生
代
表
送
辞

　
　
　
　

村
上　

琴
乃（
板
橋
三
中
）

卒
業
生
代
表
答
辞

　
　
　
　

川
﨑　

湊
太（
深
沢
中
）

卒
業
生
保
護
者
代
表
謝
辞

　
　
　
　

富
田　

嘉
美 

様

校
歌
斉
唱

閉
式

各
賞
受
賞
者

【
日
本
大
学
か
ら
の
表
彰
】

学
長
賞

　

Ａ　

鈴
木　

冬
聖（
橘
中
）

優
等
賞

　

Ａ　

坂
口　

祥
梧（
日
吉
台
西
中
）

　

Ａ　

鈴
木　

冬
聖（
橘
中
）

　

Ｃ　

金
子　

芽
生（
志
村
一
中
）

　

Ｃ　

末
廣　

沙
弥
香（
東
調
布
中
）

　

Ｅ　

榎
本　

里
華（
武
蔵
野
四
中
）

　

Ｅ　

佐
藤　

涼
花（
松
渓
中
）

　

Ｆ　

大
石　

は
る
か（
三
鷹
七
中
）

　

Ｉ　

増
田　

海
希（
松
渓
中
）

　

Ｋ　

瀧
澤　

奈
己（
杉
森
中
）

　

Ｌ　

滝
口　

陽
太（
菅
中
）

【
本
校
か
ら
の
表
彰
】

皆
勤
賞〔
校
長
賞
〕

※〔　

〕内
は
校
長
賞
＝
皆
勤
賞
受
賞
者
の
保

護
者
に
贈
る
賞

Ａ　

伊
月　

大
翔（
玉
川
中
）〔
智
代
〕

　
　

奥
嶋　

祥
平（
千
歳
中
）〔
美
恵
〕

　
　

坂
口　

祥
梧（
日
吉
台
西
中
）〔
綾
子
〕

　
　

鈴
木　

冬
聖（
橘
中
）〔
真
紀
〕

　
　

山
本　

駿
汰（
神
代
中
）〔
典
江
〕

Ｂ　

上
田　

莉
穂（
日
の
出
中
）〔
恵
〕

　
　

太
田　

葵（
足
立
四
中
）〔
あ
か
ね
〕

　
　

小
島　

宗
一
郎（
和
泉
中
）〔
千
紘
〕

　
　

新
道　

彩
子（
銀
座
中
）〔
友
美
〕

　
　

服
部　

勇
輝（
加
賀
中
）〔
祐
三
子
〕

　
　

藤
吉　

漣（
世
田
谷
中
）〔
由
紀
〕

　
　

渡
邉　

瞳（
府
中
一
中
）〔
緑
〕

Ｃ　

新
井　

香
理（
中
野
東
中
）〔
和
美
〕

　
　

飯
髙　

雄
翔（
旭
中
）〔
友
見
〕

　
　

大
澤　

楓
香（
小
山
中
）〔
知
江
〕

　
　

川
原　

沙
也（
開
進
二
中
）〔
裕
美
〕

　
　

田
辺　

の
の（
東
調
布
中
）〔
美
奈
子
〕

　
　

坪
川　

小
春（
青
陵
中
）〔
佳
恵
子
〕

　
　

豊
泉　

尚
大（
富
士
見
丘
中
）〔
美
和
〕

　
　

吉
田　

萌
花（
東
村
山
五
中
）

〔
苗
穂
子
〕

Ｄ　

太
田　

桂
太
郎（
西
高
津
中
）〔
師
子
〕

　
　

齋
藤　

真
斗（
荏
原
一
中
）〔
み
ゆ
き
〕

　
　

志
村　

桃
佳（
狛
江
三
中
）〔
貴
子
〕

　
　

高
柳　

七
菜（
杉
並
和
泉
中
）〔
愛
子
〕

　
　

東
角　

優
希（
清
瀬
二
中
）〔
知
子
〕

Ｅ　

神
谷　

杏
南（
阿
佐
ヶ
谷
中
）〔
彩
子
〕

　
　

佐
藤　

涼
花（
松
渓
中
）〔
明
美
〕

　
　

中
川　

結
太（
石
神
井
中
）〔
順
子
〕

　
　

鷲
北　

咲
穂（
三
鷹
五
中
）〔
美
江
子
〕

Ｆ　

斎
藤　

柊
佑（
西
巣
鴨
中
）〔
香
代
子
〕

　
　

竹
下　

幸
之
介（
東
村
山
五
中
）

〔
晴
子
〕

　
　

丹
波　

二
胡（
世
田
谷
中
）〔
千
佳
〕

　
　

藤
原　

健
太（
妙
典
中
）〔
夕
佳
子
〕

　
　

古
谷　

遥
花（
府
中
四
中
）〔
亜
紀
〕

　
　

三
ヶ
島　

菜
菜
子（
十
条
富
士
見
中
）

〔
丹
鳳
〕

Ｇ　

齊
間　

亮（
三
鷹
六
中
）〔
裕
子
〕

　
　

佐
藤　

航
太（
石
川
中
）〔
恵
子
〕

　
　

島
田　

優
吾（
宮
前
平
中
）〔
佳
子
〕

　
　

山
﨑　

早
百
合（
松
戸
一
中
）

〔
亜
希
子
〕

　
　

山
本　

華
凜（
国
分
寺
五
中
）〔
多
子
〕

Ｈ　

秋
元　

雄
生（
芹
が
谷
中
）〔
由
紀
子
〕

　
　

小
松　

奏
未（
小
平
四
中
）〔
暁
子
〕

　
　

情
野　

碧（
烏
山
中
）〔
維
〕

　
　

長
谷
川　

沙
羅（
府
中
十
中
）〔
伸
子
〕

Ｉ　

池
田　

優
祐（
調
布
四
中
）〔
和
美
〕

　
　

上
栁　

颯
也（
泉
南
中
）〔
直
子
〕

　
　

川
畑　

優
輝（
玉
川
中
）〔
恵
美
〕

　
　

佐
藤　

大
翔（
志
村
二
中
）〔
い
つ
子
〕

　
　

橋
口　

七
海（
向
陽
中
）〔
文
子
〕

　
　

増
田　

海
希（
松
渓
中
）〔
由
希
子
〕

Ｊ　

石
河　

和（
調
布
四
中
）〔
智
子
〕

　
　

大
森　

桜
子（
軽
井
沢
中
）〔

子
〕

　
　

小
田　

有
紗（
国
立
一
中
）〔
洋
子
〕

　
　

鬼
塚　

晴
大（
石
神
井
中
）〔
昌
子
〕

　
　

桐
谷　

芽
依（
篠
崎
中
）〔
裕
子
〕

　
　

小
林　

菜
々
美（
調
布
中
）〔
朋
子
〕

　
　

齋
藤　

善（
宮
前
平
中
）〔
有
香
〕

　
　

笹
子　

海
凪（
小
平
六
中
）〔
江
美
子
〕

　
　

澁
谷　

寧
（々
加
賀
中
）〔
香
〕

　
　

関
根　

友
香（
天
沼
中
）〔
洋
子
〕

　
　

福
原　

舞
香（
田
島
中
）〔
由
美
子
〕

Ｋ　

伊
藤　

百
代（
船
橋
希
望
中
）〔
清
乃
〕

　
　

桑
田　

愛
菜（
狛
江
三
中
）〔
由
記
子
〕

　
　

佐
相　

美
空（
谷
中
中
）〔
郁
世
〕

　
　

武
居　

哲
生（
緑
丘
中
）〔
典
子
〕

精
勤
賞

Ａ　

木
村　

悠
人（
光
が
丘
二
中
）

　
　

平
地　

哲
也（
西
宮
中
）

　
　

深
沢　

迅（
国
立
二
中
）

　
　

舟
田　

莉
子（
東
久
留
米
東
中
）

　
　

皆
戸　

咲
乃（
宮
内
中
）

　
　

森
本　

愉
万（
市
川
二
中
）

　
　

横
尾　

晄
大（
深
川
七
中
）

　
　

和
田　

楓
那（
本
郷
台
中
）

Ｂ　

坂
本　

陽
一
郎（
馬
込
中
）

　
　

柴　

彩
花（
稲
付
中
）

　
　

瀬
尾　

歩
花（
清
新
一
中
）

　
　

枇
杷
阪　

蓮（
茗
台
中
）

　
　

副
島　

海
月（
西
中
原
中
）



卒業おめでとう卒業おめでとう
令和４年度 第72回卒業証書授与式令和４年度 第72回卒業証書授与式

令和５年３月４日（　3　）

　
　

和
田　

歩
樹（
泉
南
中
）

Ｃ　

阿
部　

幸
友（
明
海
中
）

　
　

倉
澤　

知
也（
関
中
）

　
　

志
村　

政
宗（
元
八
王
子
中
）

　
　

杉
江　

結
衣（
砧
南
中
）

　
　

藤
村　

和
花
奈（
小
金
井
緑
中
）

Ｄ　

飯
島　

蓮
大（
荏
原
一
中
）

　
　

小
田　

星
花（
谷
原
中
）

　
　

神
宮
司　

日
菜
子（
三
鷹
五
中
）

　
　

武
部　

珠
（々
大
洲
中
）

　
　

田
嶋　

瑞
希（
府
中
三
中
）

　
　

山
田　

圭
悟（
石
神
井
中
）

Ｅ　

浅
野　

睦（
両
国
中
）

　
　

服
部　

拓
海（
深
沢
中
）

　
　

藪
下　

朋
矢（
緑
野
中
）

　
　

山
本　

怜
奈（
川
口
北
中
）

Ｆ　

松
本　

隆
宏（
谷
原
中
）

Ｈ　

出
浦　

楓
太（
枡
形
中
）

　
　

根
本　

春
花（
目
黒
中
央
中
）

　
　

平
井　

遼
太
郎（
八
坂
中
）

　
　

山
田　

結
女（
椚
田
中
）

Ｉ　

伊
藤　

竜
之
介（
柏
葉
中
）

　
　

川
口　

結
菜（
金
井
中
）

　
　

桜
井　

南
実（
和
光
三
中
）

　
　

髙
田　

陽
斗（
中
川
中
）

　
　

寺
﨑　

弓
子（
御
園
中
）

　
　

平
澤　

彩
音（
西
谷
中
）

Ｊ　

田
口　

陽
菜（
武
蔵
野
三
中
）

　
　

小
林　

涼（
三
鷹
四
中
）

Ｋ　

石
橋　

優
希
菜（
松
ノ
木
中
）

　
　

小
野　

陽
香（
千
歳
中
）

　
　

長
島　

光
鈴（
中
野
東
中
）

　
　

山
上　

結
衣（
上
祖
師
谷
中
）

Ｌ　

西
澤　

祐
輝（
和
泉
中
）

生
徒
会
功
労
賞

○
生
徒
会
長

　

Ｂ　

川
﨑　

湊
太（
深
沢
中
）　

○
生
徒
会
副
会
長

　

Ａ　

辻
口　

巴
菜

（
熊
本
大
学
教
育
附
属
中
）　

　

Ｆ　

三
ヶ
島　

菜
菜
子（

十
条
富
士
見
中
）

○
学
級
委
員
会

　

Ａ　

坂
口　

祥
梧（
日
吉
台
西
中
）

○
風
紀
委
員
会

　

Ｋ　

笹
谷　

柚
遊（
松
濤
中
）

○
厚
生
委
員
会

　

Ｋ　

荒
井　

彪
雅（
三
鷹
五
中
）

○
部
活
動
運
営
委
員
会

　

Ｃ　

阿
部　

幸
友（
明
海
中
）

○
選
挙
管
理
委
員
会

　

Ｅ　

神
谷　

杏
南（
阿
佐
ヶ
谷
中
）

○
体
育
祭
実
行
委
員
会

　

Ｅ　

藤
木　

蓮
生（
相
模
丘
中
）

○
編
集
委
員
会

　

Ａ　

永
村　

康
貴（
東
田
中
）

○
図
書
委
員
会

　

Ｄ　

藤
原　

汐
里（
飛
鳥
中
）

部
活
動【
体
育
系
】

○
ス
キ
ー
部

　

Ｄ　

濵　

瑛
次（
清
明
学
園
中
）

　
Ｊ　

小
林　

菜
々
美（
調
布
中
）

○
水
泳
部

　
Ｊ　

桐
谷　

芽
依（
篠
崎
中
）

○
陸
上
競
技
部

　

Ｈ　

秋
元　

雄
生（
芹
が
谷
中
）

○
野
球
部

　

Ｂ　

河
野　

集（
東
国
分
中
）

○
サ
ッ
カ
ー
部

　

Ａ　

鈴
木　

冬
聖（
橘
中
）

○
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
Ｊ　

川
満　

琉
太（
深
川
三
中
）

○
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

Ｄ　

五
味　

加
奈
恵（
府
中
五
中
）

○
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

Ｆ　

太
田　

翼（
狛
江
二
中
）

○
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

Ｆ　

丹
波　

二
胡（
世
田
谷
中
）

○
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

Ａ　

白
井　

快（
犬
蔵
中
）

○
テ
ニ
ス
部

　

Ｃ　

鈴
木　

朝
陽（
立
川
四
中
）

　

Ｃ　

今
野　

真
優（
田
無
二
中
）

○
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

Ａ　

坂
口　

祥
梧（
日
吉
台
西
中
）

○
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

Ｉ　

片
野　

麻
衣（
鶴
見
中
）

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

Ｄ　

太
田　

桂
太
郎（
西
高
津
中
）

　

Ｂ　

渡
邉　

瞳（
府
中
一
中
）

○
剣
道
部

　

Ｃ　

阿
部　

幸
友（
明
海
中
）

○
弓
道
部

　

Ａ　

藤
好　

美
保（
別
所
中
）

　

Ｂ　

副
島　

海
月（
西
中
原
中
）

○
空
手
道
部

　

Ｄ　

大
塲　

照
秋（
両
国
中
）

　
Ｊ　

竹
尾　

彩
花（
篠
崎
中
）

○
ゴ
ル
フ
部

　

Ａ　

山
川　

大
智（
八
王
子
中
）

部
活
動【
文
化
系
】

○
写
真
部

　
Ｊ　

小
田　

有
紗（
国
立
一
中
）

○
放
送
部

　

Ｇ　

齊
間　

亮（
三
鷹
六
中
）

○
サ
イ
エ
ン
ス
部

　

Ｂ　

関
根　

理
緒（
高
井
戸
中
）

○
情
報
部

　

Ｋ　

大
宅　

雄
太（
三
鷹
五
中
）

○
演
劇
部

　

Ｈ　

鈴
木　

沙
優（
野
川
中
）

○
吹
奏
楽
部

　

Ｈ　

森　

結
実（
長
沢
中
）

○
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部

　

Ｇ　

新
田　

り
お（
関
中
）

○
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
部

　
Ｊ　

石
河　

和（
調
布
四
中
）

○
茶
・
華
道
部

　

Ｈ　

山
田　

結
女（
椚
田
中
）

○
料
理
部

　

Ｉ　

春
日　

愛
美（
赤
塚
三
中
）

○
書
道
部

　

Ｆ　

増
田　

夏
澄（
世
田
谷
中
）

同
好
会

○
ダ
ン
ス
同
好
会

　

Ｇ　

笹
谷　

花
夏（
中
台
中
）

団
体
功
労
賞

　

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

テ
ニ
ス
部

　

空
手
道
部

　

放
送
部

　

ス
キ
ー
部

【
そ
の
他
か
ら
の
表
彰
】

東
京
都
知
事
よ
り
表
彰

　

都
知
事
賞

　
　

Ｋ　

瀧
澤　

奈
己（
杉
森
中
）

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
よ
り
表
彰

　

会
長
表
彰

　
　

Ｂ　

川
﨑　

湊
太（
深
沢
中
）

東
京
都
高
等
学
校
体
育
連
盟
よ
り
表
彰

　

体
育
優
良
生
徒

　
　

Ａ　

白
井　

快（
犬
蔵
中
）

　
　
Ｊ　

竹
尾　

彩
花（
篠
崎
中
）

　

高
体
連
優
秀
選
手

　
　

Ｄ　

植
松　

幹
太

（
埼
玉
大
学
教
育
附
属
中
）

　
　

Ｅ　

田
口　

真
帆（
大
綱
中
）



令和５年３月４日 （　4　）

君
子
は
和
し
て
同
ぜ
ず

学
校
長
　
川
　
原
　
容
　
子

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
鶴
ヶ

丘
高
校
で
の
三
年
間
は
、
充
実
し
た
も
の

に
な
り
ま
し
た
か
？

コ
ロ
ナ
禍
も
四
年
目
を
迎
え
る
中
で
の

卒
業
と
な
り
ま
す
。
出
来
る
こ
と
が
少
な

い
中
で
も
、
周
囲
と
助
け
合
い
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
く
れ
た
こ
と

を
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

た
っ
た
三
年
間
で
し
た
が
、
地
域
の

ま
っ
た
く
違
う
多
く
の
仲
間
と
出
会
い
、

高
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
、
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
自
分
と
向
き
合
い
、
大
き
く
成
長

で
き
た
と
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

鶴
ヶ
丘
で
の
バ
ラ
ン
ス
の
い
い
学
び
を

糧
に
、
今
後
、
単
一
の
物
差
し
で
は
な
く
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
物
差
し
と
照
ら
し
合
わ
せ

て
、
素
直
に
ま
っ
す
ぐ
生
き
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
、
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

子
曰
く

『
君
子
は
和
し
て
同
ぜ
ず
　
小
人
は
同

じ
て
和
せ
ず
』

（
優
れ
た
人
は
、
協
調
は
す
る
が
主
体

性
を
失
わ
ず
む
や
み
に
群
れ
て
同
調
し
た

り
し
な
い
。
つ
ま
ら
な
い
人
は
、
た
や
す

く
群
れ
て
同
調
す
る
が
協
調
は
し
な
い
。）

協
調
と
は
、
互
い
に
協
力
し
合
う
こ
と

で
す
が
、
特
に
利
害
や
立
場
が
逆
の
対
立

し
あ
う
者
同
士
、互
い
に
譲
り
合
っ
た
り
、

助
け
合
っ
た
り
し
な
が
ら
同
じ
目
標
に
向

け
て
協
力
す
る
こ
と
で
す
。

先
に
引
用
し
た
『
論
語
』
は
、
二
千
年

以
上
前
の
孔
子
ら
の
言
語
録
で
す
。

古
臭
い
と
一
蹴
す
る
に
は
勿
体
無
く
、

こ
う
し
た
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、
示
唆
を
与

え
て
く
れ
る
言
葉
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
や

り
取
り
も
多
く
、
少
し
ず
つ
対
面
に
も
ど

り
つ
つ
あ
る
今
も
未
だ
に
マ
ス
ク
を
外
せ

な
い
状
況
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
に
お
い

て
は
、
人
の
気
配
を
感
じ
に
く
い
た
め
、

独
り
よ
が
り
に
な
り
や
す
く
、
他
者
を
簡

単
に
排
除
し
て
し
ま
う
分
断
さ
れ
た
社
会

に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、
国
同
士
の
緊

張
関
係
が
高
ま
り
、
紛
争
や
戦
争
に
発
展

し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
も
周
知
の
事
実

で
す
。

さ
ら
に
、
地
球
環
境
・
少
子
高
齢
化
・

資
源
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
様
々
な
課
題
が

あ
り
、
日
本
は
課
題
先
進
国
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
こ
の
先
自
国
の
要
に
な
っ
て
活

躍
す
る
君
た
ち
に
は
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た

『
和
』
を
意
識
し
て
行
動
で
き
る
大
人
に

な
っ
て
欲
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
の
為
に
、
高
校
ま
で
の
歴
史
・
政

治
・
経
済
な
ど
を
は
じ
め
多
く
の
学
び
を

糧
に
、
教
養
を
深
め
な
が
ら
、
多
様
な

人
々
と
ど
う
手
を
つ
な
ぎ
合
っ
て
解
決
し

て
い
け
る
か
、
一
緒
に
考
え
ら
れ
る
大
人

で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
消
え
て
い
き
そ
う
な

『
和
』
を
意
識
し
て
、
先
ず
相
手
に
手
を

差
し
伸
べ
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

鶴
高
生
達
に
は
そ
れ
が
出
来
る
や
さ
し

さ
と
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
が
あ
り
ま

す
。高

校
三
年
間
で
培
っ
た
三
校
訓
の
一
つ

『
和
衷
協
同
』
を
、
こ
れ
か
ら
切
り
拓
く

道
で
も
、
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。

差
し
伸
べ
た
手
か
ら
、
大
き
な
輪
が
生

ま
れ
て
い
き
、
目
標
を
成
し
遂
げ
て
い
く

こ
と
が
出
来
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

縁
あ
っ
て
あ
な
た
達
と
出
会
え
た
こ
と

に
感
謝
し
、
心
か
ら
幸
せ
を
祈
念
し
て
い

ま
す
。

あ
り
が
と
う
！　

そ
し
て
卒
業
お
め
で

と
う
！



令和５年３月４日（　5　）

贈
る
言
葉学

年
主
任　

石
山　

道
宏
（
数
学
科
）

君
達
に
こ
の
言
葉
を
送
り
ま
す
。

　
　Go for it !

意
味
は
自
分
で
調
べ
て
く
だ
さ
い
。

あ
り
が
と
う

Ａ
組
担
任　

土
橋　

久
美
子
（
数
学
科
）

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
卒
業
し

て
大
人
の
仲
間
入
り
を
す
る
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ

身
の
回
り
の
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ

る
人
に
な
り
ま
し
ょ
う
。「
あ
り
が
と
う
」
と

い
う
言
葉
に
は
、
自
分
や
身
の
回
り
の
人
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
助
け
に
な
る
大
き
な
力
が
あ

り
ま
す
。
今
も
ま
だ
続
く
コ
ロ
ナ
禍
、「
あ
り

が
と
う
」
を
直
接
伝
え
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な

い
け
れ
ど
、
だ
か
ら
こ
そ
、
会
え
る
機
会
に
は

ぜ
ひ
感
謝
の
気
持
ち
を
言
葉
で
伝
え
よ
う
！

み
ん
な
の
優
し
い
心
に
助
け
ら
れ
る
一
年
間

で
し
た
。
本
当
に
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！

祝

Ｂ
組
担
任　

萩
生
田　

博
美
（
数
学
科
）

三
年
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
入
学
式
も
で
き
ず
、
新
た
な
仲
間

た
ち
に
会
う
こ
と
も
叶
わ
ず
、
未
知
の
ウ
イ
ル

ス
と
の
闘
い
か
ら
始
ま
っ
た
高
校
生
活
は
、
思

い
描
い
て
い
た
も
の
と
は
か
け
離
れ
て
い
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
い
く
つ
も
の
制
約

が
あ
る
中
で
、
そ
の
時
の
最
善
を
全
力
で
取
り

組
ん
だ
み
な
さ
ん
の
姿
勢
は
印
象
的
で
す
。
こ

の
経
験
は
、
今
後
の
人
生
で
必
ず
活
か
さ
れ
る

は
ず
で
す
。
逆
境
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、
何
事

に
も
自
分
ら
し
く
挑
戦
し
続
け
て
く
だ
さ
い
。

卒
業
お
め
で
と
う

Ｃ
組
担
任　

生
田
目　

裕
子
（
理
科
）

ふ
と
し
た
瞬
間
、
思
い
出
し
ま
す
。
心
に
秘

め
た
ま
っ
す
ぐ
な
意
思
を
打
ち
明
け
て
く
れ
た
時

の
こ
と
、
教
室
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
は
じ
け
る
笑

い
顔
、
そ
し
て
日
常
の
何
気
な
い
会
話
…
。
偶

然
出
会
っ
た
私
た
ち
は
、
同
じ
場
所
で
同
じ
時

間
を
過
ご
し
、
そ
し
て
離
れ
離
れ
に
な
る
時
を

迎
え
ま
し
た
。
時
間
は
常
に
流
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
振
り
返
っ
た
時
に
思

う
こ
と
は
、皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
が
歩
い
て
き
た
足
跡
を
大
切
に
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
歩
を
進
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

馬
の
は
な
む
け

Ｄ
組
担
任　

小
山　

拓
哉
（
国
語
科
）

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
生
活

が
始
ま
り
ま
す
が
、「
自
主
創
造
」
の
精
神
を

胸
に
、
自
ら
よ
く
考
え
て
行
動
し
、
時
に
は
積

極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
マ
ス

ク
越
し
の
生
活
で
な
か
な
か
表
情
が
読
み
取
り

に
く
い
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
相
手
の
考
え
や

感
情
を
し
っ
か
り
と
汲
み
取
り
な
が
ら
、
周
囲

の
人
を
大
切
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
健
康
第
一
で
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

王
侯
将
相
い
ず
く
ん
ぞ
種
あ
ら
ん
や

Ｅ
組
担
任　

菊
山　

新
士
（
地
歴
公
民
科
）

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
踏
み
出
し
て
い
く
中

で
、
壁
に
ぶ
ち
あ
た
っ
た
時
に
は
「
王
侯
将
相

い
ず
く
ん
ぞ
種
あ
ら
ん
や
」
と
い
う
言
葉
を
思

い
出
し
て
下
さ
い
。
こ
れ
は
身
分
制
度
が
当
た

り
前
だ
っ
た
古
代
中
国
で
反
乱
に
踏
み
切
っ
た

農
民
た
ち
が
自
分
の
才
覚
で
の
し
上
が
っ
て
い

く
ぞ
と
い
う
気
概
を
込
め
て
唱
え
た
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
す
。
周
囲
が
決
め
つ
け
た
自
分
像
に
捉
わ

れ
て
自
ら
の
限
界
を
決
め
つ
け
ず
、
自
分
の
道

は
自
分
で
切
り
開
い
て
下
さ
い
。
格
好
悪
く
て

も
良
い
の
で
、
と
に
か
く
全
力
で
！

You are the U
niverse

Ｆ
組
担
任　

武
田　

玲
（
英
語
科
）

『Y
ou are a driver, not a passenger in 

life.  I believe in you, yes I do.

』

ど
ん
な
あ
な
た
も
、「
ア
リ
」
で
す
。

卒
業
お
め
で
と
う
、
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
。

卒
業
お
め
で
と
う

Ｇ
組
担
任　

小
林　

仁
（
地
歴
公
民
科
）

「
行
動
し
た
後
悔
よ
り
、
行
動
し
な
か
っ
た

後
悔
の
方
が
深
く
残
る
。」
と
い
い
ま
す
。
失

敗
を
恐
れ
ず
に
、
積
極
的
に
行
動
で
き
る
人
物

に
な
っ
て
下
さ
い
。「
誰
で
も
、
求
め
る
者
は

受
け
、
探
す
者
は
見
つ
け
、
門
を
叩
く
者
に
は

開
か
れ
る
。」
で
し
ょ
う
。

自
分
の
強
み
を
活
か
し
ま
し
ょ
う

Ｈ
組
担
任　

加
藤　

寛
典
（
英
語
科
）

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
三
年
間
い
か
が

で
し
た
か
。
卒
業
後
は
、
他
の
人
は
あ
ま
り

持
っ
て
い
な
い
自
分
の
強
み
を
磨
く
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
よ
く
世
の
中
を
観
察
し
、

自
分
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、
勝
負
を
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

感
謝
の
気
持
ち

Ｉ
組
担
任　

松
井　

秀
之
（
国
語
科
）

皆
さ
ん
に｢

推
し｣

は
い
ま
す
か
？

卒
業
式
な
ど
の
「
式｣

と
は
、
今
日
ま
で
の

生
活
を
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
に
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
る
場
で
あ
る
と
、
私
の
小
学
生
時
代

の
恩
師
は
語
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
気
付
か
ぬ
う
ち
に
、
多
く
の
人
た

ち
に
と
っ
て
の
大
切
な｢

推
し｣

に
な
れ
た
か

ら
こ
そ
、
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま

す
。
今
後
の
人
生
に
お
い
て
も
、
一
人
で
も
誰

か
の｢

推
し｣

に
な
れ
る
よ
う
に
努
め
、
そ
の

度
に
感
謝
し
、
心
惹
か
れ
る
世
界
に
邁
進
し
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。
卒
業
お
め
で
と
う
。

言葉の花束



令和５年３月４日 （　6　）

感
謝Ｊ

組
担
任　

浅
見　

美
幸
（
保
健
体
育
科
）

私
は
、
様
々
な
行
事
・
授
業
・
学
校
生
活
で

皆
さ
ん
に
お
願
い
ば
か
り
し
て
き
ま
し
た
。
沢

山
、相
談
も
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。そ
う
や
っ

て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
過
ご
し
た
毎
日
が
、
私
は

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
に
は
、
き
っ
と
今
ま
で
よ

り
楽
し
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
大
変

な
こ
と
や
辛
い
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
時
、
お
願
い
と
相
談
で
乗
り
越
え

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
。
周
り
に
は
、
あ

な
た
の
味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
と
思

い
ま
す
よ
。
ど
う
し
て
も
苦
し
く
な
っ
た
と
き

は
、
鶴
高
に
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の

今
後
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。応
援
し
て
ま
す
。

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｋ
組
担
任　

村
山　

大
輔
（
国
語
科
）

た
ま
に
は
遊
び
に
来
て
ね
。

変
わ
ら
な
い
も
の

Ｌ
組
担
任　

相
沢　

由
美
（
地
歴
公
民
科
）

通
学
す
る
こ
と
。
友
達
と
会
う
こ
と
。
教
室

で
勉
強
す
る
こ
と
。行
事
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
。

部
活
に
励
む
こ
と
。
進
路
に
向
き
合
う
こ
と
。

未
来
を
思
い
描
く
こ
と
。
他
愛
も
な
い
日
々
を

楽
し
む
こ
と
。
つ
ら
く
て
も
苦
し
く
て
も
悩
ん

で
も
う
ま
く
い
か
な
く
て
も
前
に
進
ん
で
い
く

こ
と
。
自
分
を
信
じ
、
笑
顔
で
卒
業
し
て
い
く

こ
と
。
そ
の
背
中
に
い
つ
ま
で
も
エ
ー
ル
を
送

り
続
け
る
こ
と
。

卒
業
お
め
で
と
う

副
担
任　

徳
田　

あ
ゆ
み
（
国
語
科
）

「
花
は
い
つ
し
か
枯
れ
る
が
、
言
葉
は
枯
れ

な
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。『
論
語
』
の
一
節
に

「
下
学
而
上
達
（
下
学
し
て
上
達
す
）」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、「
学
問
は
手
近
な
と
こ

ろ
か
ら
は
じ
め
て
、
次
第
に
奥
深
い
と
こ
ろ
に

達
す
る
も
の
だ
」
と
解
釈
で
き
ま
す
。「
学
び
」

と
は
基
礎
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
修
得
で
き
る

も
の
で
あ
り
、楽
を
選
べ
ば
達
成
で
き
ま
せ
ん
。

「
自
分
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
磨
く
た
め
に
も
、

常
に
「
学
び
」
の
姿
勢
を
忘
れ
ず
に
、
前
向
き

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

卒
業
お
め
で
と
う
。

　よ
く
頑
張
り
ま
し
た

副
担
任　

久
保
田　

善
政
（
理
科
）

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
い
ろ
い
ろ
と
我
慢
を
強
い
ら
れ
、
思
う
よ
う

に
い
か
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ

の
よ
う
な
中
で
君
た
ち
は
腐
る
こ
と
な
く
、
努

力
を
積
み
重
ね
、
仲
間
と
協
力
し
て
安
全
な
場

を
作
り
、い
ろ
い
ろ
と
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。
一
〇
年
後
、二
〇
年
後
、

三
〇
年
後
の
活
躍
と
幸
せ
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
お
め
で
と
う
。

　こ
こ
か
ら
で
す
。

副
担
任　

伊
沢　

康
子
（
数
学
科
）

高
校
ま
で
に
教
養
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。

さ
あ
、
こ
こ
か
ら
で
す
。

卒
業
後
に
花
開
く
よ
う
に
教
育
し
て
き
ま
し

た
。そ

う
、
こ
こ
か
ら
で
す
。

皆
さ
ん
の
色
が
つ
い
て
く
る
。
ど
の
色
も
ど

の
形
も
素
敵
で
す
。

だ
か
ら
、
こ
こ
か
ら
で
す
。

少
し
休
め
ば
、
な
に
か
チ
ャ
ン
ス
が
見
え
ま

す
。こ

こ
か
ら
始
め
て
み
よ
う
。

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

卒
業
に
向
け
て

副
担
任　

久
保　

裕
美
（
保
健
体
育
科
）

今
年
度
の
卒
業
生
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
」
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
下
で
の
入

学
で
し
た
ね
。
そ
し
て
マ
ス
ク
に
隠
さ
れ
た
一

人
ひ
と
り
の
素
顔
が
し
っ
か
り
見
え
な
い
ま
ま

卒
業
の
時
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
未
だ
コ

ロ
ナ
禍
の
収
束
も
し
っ
か
り
見
え
て
き
て
い
な

い
三
年
間
で
は
出
来
な
か
っ
た
こ
と
も
多
く
、

悔
し
い
思
い
を
抱
え
て
い
る
人
も
多
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
出
来
た
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
出
来
な
か
っ
た
こ
と

や
悔
し
さ
ば
か
り
を
数
え
ず
に
、
こ
ん
な
状
況

の
中
で
も
で
き
た
こ
と
を
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

鶴
高
で
の
三
年
間
で
得
ら
れ
た
多
く
の
こ
と
に

「
感
謝
の
心
」
を
持
ち
、
自
分
の
力
を
信
じ
て
、

そ
の
力
が
更
に
大
き
く
な
る
よ
う「
感
謝
の
心
」

を
大
切
に
し
て
大
き
く
飛
躍
し
て
く
だ
さ
い
。

「
三
年
間
あ
り
が
と
う
！
」

大
自
然
に
学
ぶ副

担
任　

磯
崎　

宏
（
英
語
科
）

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
た
な
る
出
発
で
す
ね
、
大
空
の
も
と
異
文

化
の
人
と
出
会
っ
て
話
を
聞
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
自
分
で
や
り
た
い
こ
と
を
「
声
を

出
し
て
」
み
て
く
だ
さ
い
。

自
分
で
実
際
に
身
体
を
張
っ
て
、
挑
み
危
険

を
察
知
し
判
断
し
、
時
に
は
撤
退
し
再
挑
戦
し

て
く
だ
さ
い
。
堂
々
と
！

荒
天
で
の
北
ア
縦
走
時
、
最
終
日
に
見
た
夜

明
け
は
生
涯
で
最
も
美
し
か
っ
た
。
生
き
て
い

る
実
感
と
大
自
然
へ
の
畏
怖
の
念
。「
二
十
歳

の
原
点
」
で
す
。

ギ
リ
ギ
リ
派
？
余
裕
派
？

学
年
付　

田
口　

裕
基
（
英
語
科
）

今
年
の
卒
業
生
は
卒
業
と
成
人
が
ほ
ぼ
同
時

と
い
う
、
新
し
い
時
代
の
卒
業
生
で
あ
る
。
社

会
人
の
嗜
み
の
一
つ
が
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

で
あ
る
。

ど
ん
な
状
況
に
置
か
れ
て
も
そ
の
時
の
最
善

の
方
法
を
人
な
ら
誰
で
も
考
え
る
。
綱
渡
り
の

ス
リ
ル
が
苦
手
な
人
は
、
余
裕
を
持
っ
て
行
動

で
き
る
。私
は
そ
う
い
う
人
を
心
底
尊
敬
す
る
。

し
か
し
、
五
十
三
年
間
生
き
て
い
て
未
だ
、
実

行
で
き
ず
に
い
る
。

乗
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
電
車
に
乗
り
遅
れ

る
、
人
と
の
待
ち
合
わ
せ
に
遅
れ
る
、
は
た
ま

た
海
外
で
飛
行
機
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
も
一
度

や
二
度
で
は
な
い
。
時
間
に
ル
ー
ズ
な
の
で
は

な
い
、
有
限
の
時
間
を
フ
ル
活
用
し
た
い
と

思
っ
て
ギ
リ
ギ
リ
を
攻
め
た
結
果
な
の
で
あ

る
、
と
考
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

君
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
も
無
限
で
は
な

い
。
後
悔
の
な
い
素
晴
ら
し
い
人
生
を
歩
ん
で

ほ
し
い
。
た
だ
し
、
周
り
に
迷
惑
は
か
け
な
い

よ
う
に
ね
。

卒
業
お
め
で
と
う
。



令和５年３月４日（　7　）

成
長三

年
Ｂ
組　

枇
杷
阪　

蓮
（
茗
台
中
）

私
は
高
校
で
多
く
の
経
験
を
し
、
そ
し

て
少
し
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ

て
い
る
。

部
活
動
は
硬
式
テ
ニ
ス
部
に
所
属
し
、

二
年
次
か
ら
は
副
部
長
を
任
さ
れ
た
。
私

は
自
分
に
自
信
が
持
て
ず
、
最
初
は
失
敗

ば
か
り
し
て
「
自
分
に
は
で
き
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
」
と
何
度
も
思
う
こ
と
が

あ
っ
た
。し
か
し
そ
の
度
に
、顧
問
や
コ
ー

チ
の
「
凡
事
徹
底
」
と
い
う
言
葉
を
思
い

出
し
な
が
ら
、
精
一
杯
や
っ
た
。
そ
う
す

れ
ば
自
分
を
信
じ
て
仲
間
は
つ
い
て
き
て

く
れ
た
し
、
気
づ
け
ば
失
敗
を
す
る
こ
と

も
少
な
く
な
っ
て
い
た
。
自
分
に
自
信
が

な
く
て
も
精
一
杯
や
れ
ば
結
果
は
つ
い
て

く
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
こ
れ
も
す
べ
て
顧

問
や
コ
ー
チ
の
お
か
げ
で
あ
る
。
と
に
か

く
テ
ニ
ス
と
生
徒
に
一
筋
な
熱
い
顧
問
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
熱
さ
が
自
分
を
奮
い
立

た
せ
て
く
れ
て
い
た
。
感
謝
し
た
い
。

勉
強
面
で
は
、
自
分
が
将
来
自
動
車
会

社
に
就
職
で
き
る
よ
う
に
と
物
理
に
力
を

入
れ
た
。
学
校
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

家
で
勉
強
す
る
と
き
も
自
分
で
工
夫
し
て

ど
う
す
れ
ば
理
解
が
で
き
る
か
試
行
錯
誤

し
た
。
そ
の
結
果
、
自
分
に
合
っ
た
勉
強

法
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
点
数
も
上

が
っ
た
。
部
活
動
で
学
ん
だ
、
精
一
杯
や

れ
ば
結
果
は
つ
い
て
く
る
と
い
う
教
訓
を

勉
強
面
に
も
生
か
す
こ
と
で
、
も
う
一
歩

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

私
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
多
く
の
人
々
の
協
力
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
を
こ
こ
ま
で
育

て
上
げ
て
く
れ
た
部
活
動
の
顧
問
の
先

生
、
進
路
に
迷
っ
た
時
に
親
身
に
相
談
に

乗
っ
て
く
れ
た
担
任
の
先
生
、
そ
し
て
自

分
が
困
っ
て
い
る
と
き
に
助
け
て
く
れ
た

親
、
そ
し
て
仲
間
。
す
べ
て
の
出
会
い
に

感
謝
し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん

で
い
こ
う
と
思
う
。
最
高
の
三
年
間
を
あ

り
が
と
う
！

進
学
先
：
日
本
大
学
理
工
学
部
機
械
工
学
科

新
た
な
自
分

三
年
Ｆ
組　

松
本　

隆
宏
（
谷
原
中
）

私
の
高
校
生
活
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
何
も

か
も
が
制
約
の
か
か
る
生
活
か
ら
始
ま
っ

た
。そ

ん
な
先
の
見
え
な
い
不
安
を
抱
え
な

が
ら
も
、
私
は
高
校
生
活
に
期
待
し
て
い

た
。
中
学
で
は
勉
強
面
で
ど
う
取
り
組
め

ば
結
果
に
つ
な
が
る
の
か
を
見
出
せ
ず
、

結
果
的
に
自
分
に
妥
協
し
、
思
う
よ
う
な

結
果
が
出
せ
な
か
っ
た
。
幼
少
期
か
ら
続

け
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
で
も
、
怪
我
の
影
響

で
暫
く
距
離
を
置
く
鬱
憤
の
溜
ま
る
時
間

を
過
ご
し
て
い
た
。
そ
ん
な
自
分
を
変
え

た
い
、
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
た
。

そ
ん
な
時
、
徐
々
に
登
校
が
で
き
る
状

況
に
な
り
、
通
学
の
際
に
は
自
宅
か
ら
、

四
十
五
分
か
け
て
自
転
車
通
学
し
、
部
活

動
は
サ
ッ
カ
ー
部
で
東
京
都
制
覇
を
目
標

に
自
ら
を
追
い
込
ん
だ
。
残
念
な
が
ら
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

が
、
全
力
で
挑
み
後
悔
の
な
い
試
合
が
で

き
た
。
目
標
と
し
て
掲
げ
た
東
京
都
制
覇

は
、
後
を
継
ぎ
日
々
鍛
錬
を
続
け
る
後
輩

達
に
託
し
た
い
。
一
方
、
勉
強
面
は
学
校

で
の
休
み
時
間
や
そ
れ
以
外
の
空
き
時
間

を
無
駄
に
せ
ず
、
が
む
し
ゃ
ら
に
机
に
向

か
っ
た
。
地
道
な
努
力
を
積
み
重
ね
た
結

果
、
次
第
に
結
果
と
し
て
表
れ
、
自
信
に

繋
が
り
、志
望
す
る
進
路
を
選
択
で
き
た
。

鶴
高
で
の
三
年
間
振
り
返
る
と
、
勉
強

や
部
活
動
両
面
で
自
ら
を
追
い
込
ん
で
得

た
自
信
や
結
果
に
と
も
な
う
充
実
感
は
も

ち
ろ
ん
思
い
浮
か
ぶ
の
だ
が
、
何
よ
り
多

く
の
支
え
が
あ
っ
た
と
気
づ
く
。
不
安
や

葛
藤
で
押
し
潰
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
に

気
に
か
け
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
時
に

は
本
音
で
ぶ
つ
か
り
衝
突
し
な
が
ら
も
、

志
高
く
互
い
を
高
め
合
う
こ
と
が
で
き
た

サ
ッ
カ
ー
部
の
仲
間
達
、
そ
し
て
陰
な
が

ら
応
援
し
続
け
て
く
れ
た
家
族
、
そ
ん
な

支
え
が
あ
っ
て
今
の
自
分
が
あ
る
。
そ
の

感
謝
を
忘
れ
ず
、生
涯
の
仲
間
を
大
切
に
、

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
歩
ん
で
い
く
。

進
学
先
：
学
習
院
大
学
法
学
部
法
学
科

  
　
︱
三
年
間
の
思
い
出

　
　
　 
そ
し
て
後
輩
た
ち
へ
︱

卒
業
生
の
言
葉

卒
業
生
の
言
葉



令和５年３月４日 （　8　）

る
だ
ろ
う
か
と
疑
問
が
浮
か
ん
だ
。
そ
の

時
、
私
の
考
え
が
変
わ
っ
た
。「
コ
ロ
ナ

だ
か
ら
で
き
な
い
」
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ

だ
か
ら
で
き
る
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
と
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
多
様
な
考
え
を
用

い
る
大
切
さ
は
、
高
校
生
活
で
一
番
学
ん

だ
こ
と
だ
。

世
界
中
が
変
わ
り
果
て
、「
今
ま
で
通

り
」
の
日
常
を
失
っ
た
。
そ
ん
な
地
獄
の

よ
う
な
生
活
を
乗
り
切
れ
た
の
は
、
決
し

て
変
わ
ら
な
い
友
達
の
存
在
が
あ
っ
た
か

ら
だ
。
毎
朝
、
目
を
擦
り
な
が
ら
一
緒
に

登
校
し
、
く
だ
ら
な
い
こ
と
で
大
笑
い
を

し
て
、
苦
楽
を
共
に
し
て
き
た
。
沢
山
の

思
い
出
を
作
ら
せ
て
く
れ
た
友
達
に
「
あ

り
が
と
う
」
と
伝
え
た
い
。

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
先
何
が
あ
ろ
う

と
、
そ
れ
を
言
い
訳
に
せ
ず
、
全
力
で
楽

し
い
毎
日
を
過
ご
し
た
い
。
コ
ロ
ナ
も
悪

く
な
い
か
も
？
最
高
の
三
年
間
を
あ
り
が

と
う
！

進
学
先
：
日
本
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

　
　
　
　
競
技
ス
ポ
ー
ツ
学
科

高
校
生
活
最
高
！

三
年
Ｊ
組　

石
渡　

美
穂（
志
茂
田
中
）

私
た
ち
の
高
校
生
活
は
画
面
越
し
で
始

ま
っ
た
。以
前
ま
で
の
よ
う
な
体
育
祭
も
、

文
化
祭
も
一
度
も
や
っ
た
こ
と
が
な
い
。

カ
ナ
ダ
へ
行
く
修
学
旅
行
も
熱
い
野
球
の

応
援
も
。
な
ん
と
言
っ
て
も
友
達
と
一
緒

に
お
昼
ご
飯
を
食
べ
た
こ
と
が
な
い
。
私

の
憧
れ
て
い
た
高
校
生
活
と
は
全
く
異
な

る
三
年
間
だ
っ
た
。
そ
う
、
私
た
ち
の
学

年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
入
学
し
た
初
め
て
の
学

年
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
私
の
こ
の
三
年
は

と
て
も
濃
く
、
様
々
な
こ
と
を
学
び
、
充

実
し
た
三
年
間
だ
っ
た
。

私
の
高
校
生
活
の
大
半
は
部
活
動
の
記

憶
で
染
ま
っ
て
い
る
。
野
球
部
に
所
属
を

し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
練
習
に

色
々
な
制
限
が
か
か
り
、
思
う
よ
う
な
活

動
が
で
き
な
か
っ
た
。
き
っ
と
他
の
部
活

動
も
コ
ロ
ナ
を
理
由
に
活
動
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
時
、

ふ
と
、
こ
の
ま
ま
で
高
校
生
活
を
楽
し
め

経
験
、
成
長
、
感
謝
！

三
年
Ｋ
組　

山
崎　

結
萌

（
渋
谷
本
町
学
園
中
）

私
は
こ
の
三
年
間
、
沢
山
の
新
し
い
挑

戦
を
し
た
。
そ
れ
を
支
え
て
く
れ
る
人
が

い
て
、
そ
の
お
か
げ
で
成
長
で
き
た
。
大

切
な
仲
間
に
も
出
会
え
た
。
そ
ん
な
濃
く

詰
ま
っ
た
三
年
間
を
過
ご
せ
た
こ
と
に
本

当
に
感
謝
し
て
い
る
。

私
に
と
っ
て
一
つ
目
の
挑
戦
は
陸
上
競

技
部
で
の
長
距
離
キ
ャ
プ
テ
ン
だ
っ
た
。

先
輩
か
ら
引
継
ぎ
の
連
絡
が
来
た
時
、
嘘

だ
と
思
っ
た
。
前
に
立
っ
て
引
っ
張
っ
た

こ
と
も
な
く
、「
自
分
の
た
め
の
努
力
」

し
か
知
ら
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
、
初
め

て
の
挑
戦
だ
っ
た
。
だ
か
ら
一
つ
目
標
を

決
め
た
。
そ
れ
は
「
立
場
や
口
で
上
に
立

つ
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
と
同
じ
目
線
か

ら
、
練
習
へ
の
態
度
や
姿
勢
で
引
っ
張
れ

る
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
る
」
こ
と
だ
。
そ
し

て
、
周
り
の
メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
を
、
つ
い

て
く
る
ど
こ
ろ
か
支
え
て
く
れ
た
か
ら
、

貫
く
こ
と
が
で
き
た
。

目
標
だ
っ
た
都
大
会
に
行
け
た
の
も
、

集
団
と
し
て
の
責
任
や
「
人
の
た
め
の
努

力
」
を
学
べ
た
の
も
、
行
動
力
を
持
て
る

よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
全
部
が
、
キ
ャ
プ

テ
ン
と
い
う
立
場
と
そ
れ
を
支
え
て
く
れ

た
周
り
の
み
ん
な
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り

が
と
う
！

ま
た
勉
強
部
活
以
外
で
も
、
高
校
二
年

生
の
夏
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手

村
で
働
い
て
み
た
り
、
冬
に
は
親
が
病
気

で
入
院
し
て
自
分
で
お
弁
当
を
作
る
よ
う

に
な
っ
た
り
、
引
退
後
は
ピ
ラ
テ
ィ
ス
を

し
て
み
た
り
、
新
し
い
形
の
受
験
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
な
が
ら
将
来
の
事
を
考
え
た
り
…
、

書
き
き
れ
な
い
く
ら
い
沢
山
の
こ
と
が
あ

り
、
そ
の
た
び
に
成
長
が
あ
っ
た
。

こ
ん
な
に
沢
山
の
経
験
と
成
長
は
、
身

近
に
い
た
先
生
、
親
、
友
達
、
そ
し
て
部

活
と
い
う
居
場
所
、
全
部
の
存
在
が
な
け

れ
ば
や
り
き
れ
な
か
っ
た
と
思
う
。
本
当

に
三
年
間
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

進
学
先
：
東
京
都
立
大
学

　
　
　
　
健
康
福
祉
学
部
理
学
療
法
学
科
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一
年
生
を
振
り
返
り
、二
年
生
も

充
実
し
た
生
活
を
送
ろ
う
！

第
一
学
年
主
任
　
齋
藤
　
　
純

入
学
式
が
終
わ
り
、
早
い
も
の
で
一
年

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
際
、
私
か
ら
生
徒
へ
次
の

三
つ
の
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
が
覚
え
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。

【
学
校
を
楽
し
も
う
】

ま
ず
は
学
校
を
楽
し
む
こ
と
。
気
持
ち

が
後
ろ
向
き
だ
と
、
行
動
も
自
ず
と
後

ろ
向
き
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
色
ん

な
こ
と
に
好
奇
心
を
持
っ
て
、
い
つ
も

前
向
き
に
友
達
と
楽
し
く
学
校
生
活
を

送
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

【
当
た
り
前
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
や
ろ
う
】

挨
拶
を
し
っ
か
り
す
る
。
授
業
を
き
ち

ん
と
聞
く
。
ル
ー
ル
を
守
る
。
礼
儀
を

わ
き
ま
え
る
。
社
会
に
出
て
か
ら
も
必

要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
は
高
校
の
こ
ろ

に
身
に
着
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
十
八

歳
の
成
人
ま
で
も
う
す
ぐ
で
す
。
二
年

生
に
な
っ
て
も
引
き
続
き
意
識
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

【
八
時
登
校
を
目
指
そ
う
】

早
め
の
登
校
は
、
落
ち
着
い
た
一
日
を

ス
タ
ー
ト
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま

す
。
家
庭
の
都
合
で
難
し
い
生
徒
も
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
も
で
き
る
限

り
早
い
登
校
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
朝

勉
を
し
て
成
績
が
向
上
し
て
い
る
生
徒

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
よ
。

高
校
二
年
生
は
気
持
ち
に
緩
み
が
出
や

す
く
、「
中
だ
る
み
の
学
年
」
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
中
だ
る
み
せ
ず
、

学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
も
二
年

生
以
降
も
三
つ
の
こ
と
を
意
識
し
て
行
動

し
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
を
見
て
い
て
感
じ
る
の
は
、

素
直
な
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
生
徒
が
多

い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
、
素
直
な

気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
と
て
も
素

敵
な
こ
と
で
す
が
、
指
示
さ
れ
た
こ
と
に

対
し
、
何
も
考
え
ず
実
行
す
る
の
で
は
機

械
と
同
じ
で
す
。
素
直
に
相
手
の
意
見
を

聞
き
つ
つ
「
自
分
の
頭
で
考
え
て
」
行
動

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
二
年
生
で
も
充
実
し
た
日
々
（
日
日

是
鶴
好
日
）
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

第
二
学
年
を
振
り
返
っ
て

第
二
学
年
主
任
　
滝
澤
　
　
満

中
堅
学
年
で
あ
る
二
学
年
。
こ
の
一
年

も
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
一
学
期
に
は

感
染
症
が
お
さ
ま
ら
な
い
中
で
の
緊
張
し

た
校
外
授
業
（
横
浜
中
華
街
）
が
あ
り
ま

し
た
。
班
別
行
動
で
の
相
互
理
解
と
共
通

す
る
思
い
出
作
り
の
中
で
ク
ラ
ス
の
親
睦

を
は
か
り
、
こ
れ
か
ら
の
一
年
間
を
充
実

し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
修
学
旅
行
へ
の
練
習
と
い
う
目
的
も

理
解
し
、
行
動
し
て
く
れ
た
た
め
無
事
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
校
外
で
の

活
動
が
で
き
た
こ
と
は
、
生
徒
の
協
力
と

保
護
者
の
理
解
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
二
学
期
で

は
、
鶴
ヶ
丘
祭
で
す
。
外
部
か
ら
の
来
校

者
は
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
校
内
で
は

以
前
の
鶴
ヶ
丘
祭
を
目
指
し
、
ク
ラ
ス
ご

と
に
思
い
思
い
の
展
示
や
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
昨
年
度
の
動
画
に
よ
る
鶴
ヶ
丘
祭

の
経
験
し
か
な
い
中
で
、一
歩
踏
み
出
し
、

以
前
の
鶴
ヶ
丘
祭
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と



令和５年３月４日 （10）

が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
ク
ラ
ス
や
委

員
会
の
生
徒
で
協
力
し
合
い
、
目
標
に
む

か
っ
て
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
学
校
全

体
の
大
き
な
催
し
物
を
成
功
に
導
い
た
経

験
は
代
え
難
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
三
学
期
で
す
が
、
修

学
旅
行
が
待
っ
て
い
ま
す
。
原
稿
執
筆
時

点
の
一
月
中
旬
で
は
、準
備
の
終
盤
で
す
。

四
泊
五
日
の
沖
縄
へ
の
修
学
旅
行
で
、
平

和
学
習
と
沖
縄
の
歴
史
と
文
化
を
学
び
、

視
野
の
広
い
成
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
三
年
生
に
な
り

ま
す
。
進
路
決
定
に
向
け
て
心
身
と
も
に

成
長
し
、
大
き
く
飛
躍
す
る
一
年
で
す
。

第
一
志
望
合
格
を
目
指
し
、
最
後
ま
で
頑

張
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
高
校

生
活
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
一
年
で
す
。
ク

ラ
ス
や
委
員
会
活
動
、
部
活
動
で
精
一
杯

活
動
し
た
経
験
と
思
い
出
を
作
り
、
充
実

し
た
も
の
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

三
年
間
を
振
り
返
っ
て

第
三
学
年
主
任
　
石
山
　
道
宏

あ
っ
と
い
う
間
の
三
年
間
で
し
た
。
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
た

も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

状
況
で
も
精
一
杯
で
き
る
こ
と
を
し
て
、

楽
し
ん
で
い
た
生
徒
の
マ
ス
ク
越
し
の
笑

顔
は
一
生
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。
コ
ロ
ナ
以
前
の
よ
う
に
は
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
先
生
方
の
ご
協
力
の

も
と
行
わ
れ
た
行
事
全
て
が
素
晴
ら
し
い

も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
多
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
み
ん
な
よ
く
が
ん
ば
っ
て
学
習

し
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
一
年
次
か
ら
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
生
徒
全
員
にiPad

を
届
け
る
た
め
の

梱
包
作
業
か
ら
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
生
徒
の
初
登
校
は
六
月
に
入
っ
て
か

ら
で
し
た
。
文
化
祭
（
映
像
の
み
）
に
む

け
て
ク
ラ
ス
テ
ィ
ー
シ
ャ
ツ
を
作
り
は
し

た
け
れ
ど
も
お
披
露
目
す
る
場
が
な
く
残

念
で
し
た
。
不
安
な
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

二
年
生
に
な
っ
て
も
コ
ロ
ナ
の
状
況
は
あ

ま
り
改
善
さ
れ
ず
五
月
の
校
外
授
業
は
中

止
に
、
文
化
祭
も
映
像
の
み
。（
で
も
こ

れ
は
こ
れ
で
二
年
目
に
な
る
と
い
い
作
品

が
出
来
て
良
か
っ
た
で
す
。）
十
二
月
の

修
学
旅
行
の
実
施
が
心
配
で
し
た
が
、
こ

の
時
だ
け
は
感
染
者
数
が
大
幅
に
減
少
し

実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
実
施
時

期
が
ち
ょ
っ
と
前
で
も
後
で
も
中
止
ぐ
ら

い
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。
ま
さ
に
奇
跡

で
し
た
。
三
年
生
に
な
っ
て
か
ら
は
少
し

状
況
が
改
善
し
て
最
初
で
最
後
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
マ
ザ
ー
牧
場
で
校
外
授

業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
体

育
祭
は
生
物
資
源
科
学
部
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
借
り
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
以

前
の
よ
う
に
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
文
化
祭
は
人
数
制
限
が
あ
り
ま
し
た

が
三
年
生
の
ご
家
族
を
招
待
し
て
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
三
年
間
で
徐
々
に

状
況
は
良
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
ま
だ
ま

だ
コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
に
は
い
か
ず
、
本
当

に
最
後
ま
で
振
り
回
さ
れ
た
三
年
間
で
し

た
。
生
徒
に
は
不
安
や
不
満
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
我
々
に
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
な
ん
と
か
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は

生
徒
と
教
員
の
信
頼
関
係
が
あ
っ
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
自
分
は
と
っ
て
も
良
い
生
徒

に
恵
ま
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
い

三
年
間
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
。
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令和４年度　総合型・学校推薦型選抜合格者報告会　進路指導部　萩生田博美

1月28日（土）13時20分より、1、2年生の希望者に向
けて、令和４年度　総合型・学校推薦型選抜合格者報告会
を開催しました。ここ数年は、新型コロナウイルス感染拡
大に伴い、Zoomによるオンライン形式で行われていまし
たが、３年ぶりの対面形式で、6名の報告者に発表しても
らいました。わかりやすくまとめられた資料をスクリーン
に投影しながら、それぞれ熱のこもった発表となり、参加
した1、2年生は、メモを取りながら、真剣に耳を傾けて
いました。質疑応答では、それぞれの報告者に熱心に質問
している姿が印象的でした。

報告者
　３Ａ　谷口　誠太
　　防衛大学校 理工学専攻（学校推薦型）
　３Ｃ　豊泉　尚大
　　日本大学 文理学部 化学科（総合型）
　３Ｅ　木村　優衣
　　日本大学 芸術学部 デザイン学科（総合型）
　３Ｆ　丸山　実友
　　国際基督教大学 教養学部（総合型）
　３Ｊ　高山ちひろ
　　女子栄養大学 栄養学部 実践栄養学科（総合型）
　３Ｌ　牧野　星羅
　　法政大学 キャリアデザイン学部（総合型）

主な報告内容
　・受験校や合格校、志望動機、将来の夢
　・入試の概要（面接・小論文・プレゼンテーション・

独自の課題など）
　・本格的に入試を決心した時期、準備を開始した時期
　・部活動と勉強の両立について
　・1日の勉強時間（時間の使い方）
　・教科書及び学校の授業の大切さ
　・成功談、失敗談や乗り越えた困難など
　・受験に際して全体的なアドバイスと後輩たちへの

メッセージ
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■ ■ ■ 部活動報告 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
■スキー部
▽全国・関東高等学校スキー大会東京都予選会
　（1/ ５～８　於：鹿沢スノーエリア）
　女子スラローム
　　第2位　植松　春香（2Ｈ・常盤中）
　　第８位　田口　真帆（３Ｅ・大綱中）
　　第10位　稲垣　海咲（2Ｅ・つくし野中）
　　第11位　森　きなり（2Ｅ・高田中）
　　第1７位　堀口あかり（2Ｄ・稲城六中）
　男子スラローム
　　第４位　近藤　優太（2Ｂ・瀬田中）
　　第８位　植松　幹太

（３Ｄ・埼玉大学教育学部附属中）
　　第５５位　渡部　浩太（３Ｉ・青木中）
　　第５６位　杉山友季哉（３Ｄ・府中十中）
　　第６1位　中谷　優心（1Ｈ・高津中）
　女子ジャイアントスラローム
　　第３位　植松　春香
　　第８位　森　きなり
　　第10位　田口　真帆
　　第12位　稲垣　海咲
　男子ジャイアントスラローム
　　第1５位　植松　幹太
　　第５2位　渡部　浩太
　◆全国大会出場権獲得◆
　　稲垣　海咲（女子スラローム）
　　植松　幹太（男子スラローム）
　　植松　春香（女子スラローム・

女子ジャイアントスラローム）
　　近藤　優太（男子スラローム）
　　田口　真帆（女子スラローム）
　　森　きなり（女子ジャイアントスラローム）
　◆関東大会出場権獲得◆
　　稲垣　海咲（女子スラローム・

女子ジャイアントスラローム）
　　植松　幹太（男子スラローム・

男子ジャイアントスラローム）
　　植松　春香（女子スラローム・

女子ジャイアントスラローム）
　　近藤　優太（男子スラローム）
　　杉山友季哉（男子スラローム）
　　田口　真帆（女子スラローム・

女子ジャイアントスラローム）
　　中谷　優心（男子スラローム）
　　堀口あかり（女子スラローム）
　　森　きなり（女子スラローム・

女子ジャイアントスラローム）
　　渡部　浩太（男子スラローム・

男子ジャイアントスラローム）
▽国民体育大会スキー競技会埼玉県予選
　（1/1４　於：菅平パインビークスキー場）
　女子ジャイアントスラローム
　　第1位　植松　春香
　男子ジャイアントスラローム
　　第４位　植松　幹太
▽国民体育大会スキー競技会神奈川県予選
　（1/1５　於：スノーパーク尾瀬戸倉）
　第３位　田口　真帆
　◆国民体育大会出場権獲得◆
　　植松　幹太　　植松　春香　　田口　真帆

■男子バスケットボール部
▽新人戦第４支部大会（10/23、10/30）
　1回戦　本校６1－５2都練馬
　2回戦　本校６8－99都小平南

■男子バレーボール部
▽新人大会予選（11/20）
　2回戦　本校2－0本所
　３回戦　本校1－2小石川

▽私学大会（12/11）
　2回戦　本校2－0成城学園
　３回戦　本校0－2開成

■女子バレーボール部
▽新人選手権大会（11/6、20）
　本校2－0実践女子
　本校2－0日大三
　本校0－2都文京
▽第31回東京私立高等学校男女バレーボール選

手権大会（12/11、18）
　本校2－0日大櫻丘
　本校2－0淑徳
　本校0－2実践学園
▽スノーボールカップ（12/2５）
　本校2－0専大附属
　本校2－0都鷺宮
　この結果、ブロック首位となる
▽ウィンターカップ（12/28）
　予選リーグ
　本校2－0錦城学園
　本校2－0八王子学園
　順位決定戦
　本校2－0東農大一
　この結果、優勝となる

■アメリカンフットボール部
▽第５3回全国高等学校アメリカンフットボール

選手権大会（10/30～12/2５）
　1回戦　10月30日（日）＠早大東伏見Gr.
　　本校3４－0埼玉栄高校
　　（神奈川・SICNプレーオフ代表）
　2回戦　11月 6日（日）＠日大鶴ヶ丘Gr.
　　本校13－1４立教新座高校（SICN 1位）
　全国ベスト1６
▽第22回STICK BOWL（関東高校選抜対抗戦）
　本校より東京都選抜チームに
　　荒井　皓介（2Ｄ）、新保　　颯（2Ｊ）、
　　渡辺　鳴門（2Ｋ）、板橋　　杏（2Ｋ）、
　　佐藤　唯蕗（2Ｋ）の５名が選出される。
　マネージャー：
　　柴田真里亜（2Ｂ）、　吉田　　愛（2Ｃ）、
　　横山　加奈（2Ｉ）
　東京選抜Ａ21－0SICN選抜
　東京選抜Ｂ3５－2６神奈川選抜
　　＠富士通スタジアム川崎
　　優秀選手に板橋　杏（2K）が選出された。
▽第12回NEW YEAR BOWL（関東地区選抜・

関西地区選抜対抗戦）
　本校より東京都選抜チームに
　　荒井　皓介、新保　　颯、板橋　　杏
　　の３名が選出される。
　マネージャー：
　　柴田真里亜、吉田　　愛、横山　加奈
　東京選抜 23－1４大阪選抜
　　＠富士通スタジアム川崎

■男子ソフトテニス部
▽新進大会（11/３・6）
　ベスト６４
　　板橋　壱成（2Ｉ・桜川中）・
　　山本　　陸（2Ｂ・井田中）
　　金子　祐万（2Ｄ・御成門中）・
　　小亀　臣仁（2Ｄ・志木中）
▽新進団体戦兼東京インドア予選（11/20）
　ベスト1６
　　小亀　臣仁・山本　陸
　　板橋　壱成・
　　丸山　賢二（2Ｂ・赤塚第三中）
　　金子　祐万・阿閉　裕樹（1Ｆ・深沢中）
　　森本　拓磨（1Ｈ・深沢中）・

　　清水　芳将（1Ｅ・篠崎中）
▽東京インドア大会（12/2７）
　出場
　　森本　拓磨・丸山　賢二
　　小亀　臣仁・板橋　壱成
　　金子　祐万・山本　　陸
　　清水　芳将・渡部　悠人（1Ｅ・中野中）

■女子ソフトテニス部
▽新進大会（10/23・30・11/３）
　ベスト1６　中村　結衣（2Ｉ・高南中）・
　　　　　　楠美　優美（1Ｉ・清明学園中）
　ベスト32　古村　　杏（2L・貝塚中）・
　　　　　　石本まなみ（2F・薬師中）
▽インドアソフトテニス大会予選（11/2７）
　2回戦　本校2－1小岩高校
　３回戦　本校2－0豊多摩高校
　（ベスト1６　本戦出場）
▽東京インドア大会（12/2７）
　1回戦　本校0－2文京高校（ベスト1６）

■放送部
▽第４５回東京都高等学校文化祭（地区大会

11/３、中央大会11/23）
　【朗読部門】
　　第７位　柱本　周大（1Ｄ・稲城六中）
　【オーディオメッセージ部門】
　　第1位　琴線に触れる
　　制作代表　永井明日香（2Ｋ・千歳中）

※全国高等学校総合文化祭（2023かごしま
総文）出場決定

　【オーディオドラマ部門】
　　第1位　オフライン
　　制作代表　藤﨑　優希（2Ｅ・あざみ野中）
　　第2位　Last
　　制作代表　塚越　　青（2Ｋ・関中）
　【総合成績】　東京都第３位

■演劇部
▽東京都城西冬季発表会（12/18）
　「書けない話」作 﨑田　　恋（2Ｌ･内谷中）
▽東京私立中学高等学校演劇発表会（12/2７）
　「書けない話」優等賞

■吹奏楽部
▽第４６回東京都高等学校アンサンブルコンテスト
（12/2７・28）

　サクソフォーン六重奏　金賞
　　鬼塚　大貴（2Ｈ・狛江二中）
　　佐伯　葉菜（2Ｋ・松ノ木中）
　　松田　千佳（2Ｊ・井荻中）
　　北沢　羽皐（1Ｉ・中野二中）
　　秋元　優明（1Ｆ・明豊中）
　　髙田　りの（1Ｉ・戸越台中）
　金管五重奏　銀賞
　　大江　那奈（2Ｇ・有馬中）
　　澤田　莉央（2Ｉ・青梅一中）
　　小田　晴海（1Ｉ ・忍岡中）
　　河田　琉七（2Ｊ・松濤中）
　　小野　花恋（2Ａ・小金井二中）

■バトントワリング部
▽令和４年12月第2６回シニアバトントワーリン

グフェスティバル
　2年生出演

■料理部
▽おにぎりアクション参加（10/18）
▽鶴ヶ丘祭
　チョコパイ製作５４0個（11/４）
▽ケーキ講習実施（12/1５）


